
平成30年度受賞優良事例と評価のポイント

○木質耐火部材を開発、日本初の3時間耐火性を実現。設計の自由度を確保できたことにより、木材によ

る3次元曲面の製造、自由な建築デザインを可能としている。

○国際的に木造大型建造物への関心が高まっており、再生可能資源としての木材利用は温暖化問題の

解決に有効である。

○市民に対して木造建築の見直しを促す技術を開発、森林整備推進への貢献に期待できる。複数の建築

物に採用され、更なる普及が見込まれる。

受賞に至る評価のポイント

① 技術開発・製品化部門
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○ＰＶと大型蓄電池の組み合わせで停電時に効果を発揮する自立電源としての性能を追求。

○大量導入した自立型ＰＶシステムの開発・導入事例でゼロエミッションの実現、脱炭素化に資する先駆

的事例。

○ＰＶの発電量予測とピークカットを組み合わせて利用可能性を追究、系統に対する付加平準化を実現す

るシステムであり、分散電源の普及向上に寄与している。

② 対策技術先進導入部門

受賞に至る評価のポイント
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○持ち運び可能な小型再生可能エネルギー機器を被災地、途上国などで活用する画期的な取り組みで

ある。

○地道な取り組みを重ね、草の根運動の奥行き・幅を広げてきた。

○国内にとどまらず、海外におけるユニークな活動を市民に見える形で具体的に実施し、地球温暖化防

止等を核に国境を越えた交流事業を続けていることが評価できる。

③ 対策活動実践・普及部門

受賞に至る評価のポイント
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○地域循環共生圏の概念を実践活動の展開を通して市民への普及につなげている点は、環境教育の基

盤を見直す上でも、評価できる。

○地域の自然資源や一次産業の魅力を参加者が直接感じ、地域の魅力を発見できるようなエコツアーや

シンポジウムを開催し、地域再生、脱炭素型の地域社会のイメージを共有していることが評価できる。

○市民、事業者、行政それぞれの特性を活かすことで、相互の自主性と信頼関係、地域性・創意性に富

んだ協同体制を実現しており、人材育成にもつながる地球温暖化対策の持続可能な活動スタイルと

なっている。

④ 環境教育活動部門

受賞に至る評価のポイント
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○ICTを活用して貨物コンテナに電子タグを貼り付け、物流可視化サービスの導入により、大幅な省エネを

実現している。

○急速な発展が見込まれるインドにおいて、今後の大きな課題が効率的な貨物輸送であることに着目し

た国際支援は、大きく評価できる。

○日本の情報技術の海外展開、二国間の官民連携の好事例。今後、さらにインド全土や新興国の物流

サービスにこのソフトを活用して成果が上がることを期待できる。

○物流インフラの統合プラットフォーム構築は、温室効果ガス排出削減のみならず、物流の安全性、費用

対効果の向上など複合的な効果を期待できる。

⑤ 国際貢献部門

受賞に至る評価のポイント
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